
天

武

朝

の

人

麻

呂

齋

藤

京

子

1

遠
く
万
葉

の
時
代
か
ら
、
柿
本
人
麻

呂
は
和
歌
史

に
あ

っ
て
、
常

に
最
高
峰

に
君
臨

し

つ
づ

け
て
き
た
。
だ

が
、

そ
の
経
歴

は
全
く
不
明

で
あ
り
、
生
涯
は

万
葉
集

に
残

さ
れ
た
作
品

か
ら
帰
納
す

る
他

に
方
法

は
な

い
。
人
麻
呂
は
近
江

荒
都
歌

(巻

一
、

二
九
-
三

一
)
を
以

っ
て
万
葉
集

に
登
場
す
る
。
成

立
年

代

不
詳
な
が
ら
、
人
麻
呂

の
最
も
初
期

の
作
品
と
考
え
ら
れ
、
持
続

朝
初
期

に
収

載
さ
れ

て
い
る
。
即
ち
、
人
麻
呂

の
作
歌
制
作
年
代
は
持

統
朝
に
始
ま
る
。

近
江
荒
都
歌

の
作
品
と
し

て
の
完
成
度
は
、
そ
れ
以
前

の
歌
歴

を
想
像

さ
せ

る

の
に
充
分

で
あ
る
。
当
然

、
そ
の
歌
歴
は
持
統
前
代

の
天
武
朝

に
求

ぬ
ら
れ

よ
う
。
事
実

、
人
麻
呂

歌
集

歌
の
年
代

は
天
武

九
年

に
ま
で
溯

り
得
る
。

こ
こ

で
は
、
天
武
朝

に
お
け
る
人
麻
呂
、
即
ち

、
万
葉
集
登
場
以
前

の
経
歴

に
つ
い
、

て
考
察

し
た
い

。

天
武
朝

に
於

い
て
、
人
麻
呂
が
、
民
謡
的
色
彩

の
濃

い
環
境

の
中

で
歌

を
集

め
、
作

歌
し
た
時
代
i

仮

に
作
歌
修
行
時
代

と
呼
ぶ
ト
ー

が
あ

っ
た
の
で
は

な

い
か
。
人
麻
呂
文
学

の
基
礎
に
民
謡
の
要
素

を
考

え
よ
う
と
す

る
の
が
小
論

の
目
的

で
あ
り
、
同
時
に

、
人
麻
呂

が
持
統
朝

に
作
歌
す

る
に
至

る
道
筋
を
探

る
た
め

の
足
が
か
り
を
得

よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

2

歌

は
古

く
、
集
団

に
よ

る
民
謡
か
ら
個

の
抒

情
詩

へ
、
と

い
う
過
程

を
た
ど

っ
て
展
開
し
た
。
そ

の
意
味

に
お

い
て
、
抒
情
詩

の
源
泉

を
民
謡

に
求

め
る
こ

と
が

で
き
る
。
民
謡
を
抒
情

詩
と
区
別
し
よ
う
と
す
る
考

え
方

は
、
古
代
歌
謡

の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
、
又
、
古
代
歌
謡
と
万
葉
集

の
つ
な
が
り
、
さ

ら

に
万
葉

集

の
歌

を
考

え
る
上

で
、
確

か
に
有
効
な
方
法
と
言
え
る
。
土
橋
寛

氏
は
、
民
謡
が
抒
情
詩

で
あ

る
か
な

い
か
を
問
題

に
さ
れ
、
抒

情
詩

と
対
照

さ

れ
る
べ
き
民
謡

の
特
性
を
次

の
よ
う

に
要
約
さ
れ
た
。

ω
歌

の
場

の
集
団
性

②
歌

い
手
と
聞
き
手
と

の
未
分
化

、
な

い
し
平
等

関
係

③
儀
式
歌
と
雑
歌
と

に
よ
る
集
団
的
構
成
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ω
歌
の
目
的
な
い
し
機
能
の
現
実
性
、
功
利
性

(儀
式
歌
の
呪
術
性
、
雑

歌
の
行
動
指
示
性
と
社
交
性
)

㈲
素
材
に
対
す
る
客
観
的
、
批
判
的
態
度

㈲
場
へ
の
依
存
性
と
即
境
的
発
想
法

又
、
同
様
な
観
点
か
ら
、
抒
情
詩
の
特
性
を
、

ω
特
定
の
具
体
的
な
場
は
な
い

②
作
者
と
読
者
と
の
分
化
、
及
び
支
配
服
従
的
関
係

③
客
観
的
な
構
成
の
原
理
は
な
い

㈲
歌
の
目
的
の
抒
情
性
、
非
功
利
性

(宮
己
表
現
を
目
的
と
す
る
こ
と
)

㈲
素
材
に
対
す
る
主
観
的
、
詠
嘆
的
態
度

㈲
作
品
自
体
の
完
結
性

.
(1
)

と
さ
れ
た

。
と
こ
ろ
で
、
人
麻
呂

の
宮
廷
讃
歌

・
殯
宮
挽
歌
を
想
起
し
て
み
よ

う
。
王

橋

氏
の
要
約

さ
れ
た

ち
点

の
申
、
民
謡

の
特
性
ω
②
㈲
、
抒
情
詩

の
特

性
ω
⑤
㈲

を
充

た
し
て
い
る
。
民
謡

で
は
な

い
、
創
作
詩
歌

で
あ
る
人
麻
呂

の

歌

が
民
謡

の
特
性
を
有

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
ぜ
か
。

一
つ
に
は
、
万
葉
集

の
歌
が
民
謡

か
ら
抒
情
詩

へ
の
過
渡
期

に
位
置
し

て
い
た

こ
と
、
人
麻

呂
が
正

に
そ
の
分
岐
点

に
立

っ
て
い
た

こ
と

に
よ
る
。
又
、

一
つ
に
は
、
人
麻
呂

の
作

歌

制
作

の

〈
場

〉
の
性
格
と

〈
場
〉

へ
の
依
存
度
が
高

い
こ
と

に
よ
る
、
と

思

わ
れ
る
。
土
橋
氏
自
身
、

わ

が
国

の
詩
歌

の
歴
史
を

み
る
と
、
右

に
述
べ
た
よ
う
な
概
念

と
特
長
と

を
も

つ
完
全
な
意
味

で
の
抒
情
詩

と
と
も

に
、
完

全
な
意
味

で
の
抒
情
詩
と

は
い
え
ぬ
も

の
も
多

い
。

と
言
わ
れ
、
そ

れ
は
、

・
儀
式
的
な
讃
歌
や
挽
歌
、
宴
席

で
作
ら
れ
る
和
歌
も
、
作
者

の
熱
情
や
感

動

を
歌

う
よ
り
も
、
儀
礼
的
、
社
交
的

に
詠
ま
れ
て

い
る
。

か
ら
だ
と
さ
れ
、
抒
情
詩
を
広
義

・
狭
義

に
分
け
る

こ
と
が

で
き
る
と
説

い
て

(
2
)

お
ら
れ
る
。
即

ち
、
抒
情
詩

に
は
広
狭

二
義
が
考
え
ら
れ
、
前
者
は
多

分
に
民

謡

の
特
性
を
有
す

る
も

の
、
後
者

は
先

の
6
点
を
充
た
す
純
粋

な
る
抒
情
詩

を

言
う
。
万
葉
集

に
は
広
狭
両
義

の
抒
情
詩
が
混
入
し

て
い
て
、
そ

の
区
別
が

つ

き
か
ね

る
も

の
、
さ
ら

に
民
謡
と

の
区
別
が
明
瞭

に
つ
き
か
ね
る

も
の
が
存
在

す
る
。
そ

の
数

は
以
外

に
多
く
、

こ
の
現
象
は
、
和
歌
史

に
お
け
る
万
葉
集

の

位
置

に
よ
る
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目

し
た

い
の
は
、
民
謡

で
も
狭
義

の
抒
情
詩

で
も
な

い
。
広
義

の

抒
情
詩
-

民
謡

の
特
性
を
示
し
、
誦
詠
性

が
あ
り
、

一
般
に
広

く
流
布
さ
れ

て
い
た
も

の
ー

で
あ

る
。
詩

歌
と
民
謡

の
中
間
に
位

置
す
る
歌

、
厳
密

に
言

え
ば

、
民
謡

か
ら
抒
情
詩

へ
の
過
渡
的
な
段
階

の
も

の
、
民
謡

と
も
芸
謡
と
も

つ
か
ず
広

く
歌
わ

れ
た
歌
。

前

者

に

は

(
巻
十
七
、
三
九
四
三
レ

三
九
五

一
)
等
を

あ
げ

る
こ
と
が

で
き
、
後
者

に
は

(
巻
十
六
、
三
八

一
六
-

三
八

(3
)

二
〇
)
が

あ
げ
ら
れ
る
。
土
橋
氏
は
前
者
を
「
集
団
的
詩
歌
」
と
名
づ

け
ら

れ
、

後
者

に
つ
い
て
阿
蘇
瑞
枝
氏

は
、

万
葉

の
時
代
、
民
謡
と
も

つ
か
ず
、
人

々

に
好
ん

で
う
た
わ
れ
る
歌
が
多

く
あ

っ
た

こ
と

は
想
像

に
難
く
な

い
。

(中
略

)
作

者
が
忘

れ
ら
れ
、
歌
だ

け
が
遊
離

し
て
、
そ

の
調
べ

の
よ
さ
と
詩
情

へ
の
共
感

と
か
ら
、
人

々
に
う

た
わ
れ
た
歌

(4
)

と
言
わ
れ
、

「
民
間
歌
謡
」
と
称

さ
れ
て
い
る
。
万
葉
集

に
は
、
誦
詠
性

が
あ

り
、
民
謡

・
芸
謡

で
は
な

い
が
広
く
世
間

に
流
布
さ
れ
、
時

に
応

じ
て
歌

わ
れ

た
歌
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
宮

廷
人

の
間

で
広

く
歌

わ
れ
た
歌
が
存
在
し
た

で
あ
ろ
う

こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。
も
と
個
人

の
創
作
歌

で
あ

っ
た
も

の
が
、
あ
る

い
は
民
謡
が
、
相

聞
的

発
想

・
旅
情

を
歌

う
内
容

へ

の
共
感
、
調
べ

の
良
さ

か
ら
、
宮
廷
人

に
愛
さ
れ
歌
わ
れ
た
、
そ

の
よ
う
な
歌
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の
存
在
を
想
像

す
る
こ
ど
が

で
き

る
。

万
葉
集

は
民
謡

か
ら
抒
情
詩

へ
の
過
渡
期

に
あ

っ
た
。
そ

の
流
れ

の
、
正

に

分
岐
点

に
位
置

し
、
身
を
も

っ
て
成
し
遂
げ
た

の
が
人
麻
呂

で
あ

っ
た
。
人
麻

呂

の
周
辺

に
は
、
如
上

の
歌
が
、
数
多
く
存

在
し
た

で
あ
ろ
う

こ
と
が
想
像

さ

れ

る
の
で
あ
る

。
3

万
葉
集
は
、
柿
本
人
麻
呂
と
記
す
作
品
を
四
五
〇
首
余
り
持
つ
。
そ
の
作
品

を

、
題

詞
及

び
左
注

の
記
述
方
法

に
よ

り
二
つ
に
分
け
る

ご
と
が

で
き
る
。

一

つ
は
題
詞

に

「
柿
本
朝
臣
入
麻
呂

の
作
る
歌
」
と
あ
る
八
十
首
余

り
、

一
般

に

「
作
歌
」

と
呼
ば
れ

る
も

の
で
あ
る
。
他
方
は
、
左
注
及
び
題
詞
に

「
柿

本

朝

臣
人
麻
呂

の
歌
集

に
出
づ
」
等
と
あ
る
、

「
歌
集
歌
」
と

呼
ば
れ
る
三
七
〇
首

で
あ
る
。
作
歌
は
人
麻
呂

の
手

に
な
る
確

か
な
作
品

で
あ
り
、
・歌
集
歌

は
、
全

て
人
麻
呂

の
作

で
あ
る

の
か
な

い
の
か
、

一
部
他
人

の
作
品

が
含

ま
れ

て
い
る

の
か
等

々
、
問
題
が
あ
る
。
三
七
〇
首
も

の
歌
数
を
擁
す

る
歌
集
歌
を
巻
別

・

部
立
別

に
分
類
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

〈
表
1
>

巻
九

巻
七

巻
三
巻
二 巻

擘
挽
歌
相
聞
雑
歌 驫
歌

雑
歌
雑
歌

挽

歌 ・

部
立

.1795 1773 1682 1068 244 146
5
1799

S
1775

1782

1783

S
1709

1715
S
1725

1087

1088

1092

1093

常

1100

1101

1118
1119

1268

1269 体
1271

5 5 39 12 1 1
部立
別計1

49 12 1 1 巻別計

常体
合計

1296 1094
S13
10
118?

1247
5 詩
1250

「

体

1 15 6 部立
別計『 一

21 巻別計

詩体
合計

1 1272 そ
5

1294 の

他

23 部立
別計

23 巻別計

その他
合 計

総計

一
18

【
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秋
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聞

春
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聞

冬
雑
歌

秋
雑
歌

春'

雑

歌
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5
2512

2434

2449

2410 S
2315

52033 S
1818

2450 2094

2465
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2484

2095

2178
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2490 2234

1

5 8 2 4 43 7

15 54

135
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S S 5 S 5 S 5 5 S

3130 2863 2850 2516 2433 2409 2234 2243 1896

2435 2411
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2448 2414
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2464

2466
5
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5
2489

2491
S
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S
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巻
九

巻
七

〈 常
表 体

拳四
巻
一t一

2・
〉 詩 相 問 相

毛 = 0 0 体 聞 答 聞

〇
七

0
0

九
二 交

等
の
認定
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3254
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の

問
坂上郎女
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家1持6-991 お
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1 2
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集
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を

人麻呂歌集 7-1203 持
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19-4202 に
掲
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九

二
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二
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〇

三
二
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二
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三
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1
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19-4221 清 麻 呂 宅 守11-2558

坂上郎女 15-376612-2843

宅 守12-2869

17-397412-2914

r, o o ⊂}. o o o o一 一 一 一 一 一 一 一
四 四 四 四 四 四 四 四
三 二 二 二" 二 一 一 一
一 九 八 七 O 九, 八 七v v v v v v v v

4-541 11-2705 11-2714 10=1896 18-4073 12-3004 9-1783 10-1927

高田女王 12-3014 人麻呂歌集 20-4392

4-699 11-2748 麻 与 佐
.像 見 11-2749

12-3018 11-3174

二 o o o o o o o一 一 一 一 L一 一 一
四 四 四 四 四 四 四 四
八 八 八 七 七 七 六 六
三 二 Q 八 六 三 八 七v v v v v 〕 馳 v

:14-3562 10-2242 上の或本歌 11-2754 12-2999 7-1324 11-2480
丶

8^1503

東 歌 人麻呂歌集 ユ0-2002: 人麻呂歌集 豊 河
11-2779 11-2468 18-4087

11-2780人 麻 呂歌 集
縄 麻 呂 「

13-3266 18-4088

13-3267 家 持
ユ4-3562 18-4115

東 歌 家 持

一22一
噛、



拳
一

o o o o
r,.

2 o o

三 三 i≡ 畫 三 三 三 三

九 九 九 八 八 七 七 七
四 三 0 三 二 九 六 四
v v v v v v v v

8一 ユ526 11-2505 4-603 3-472 4-691 7一 ユ243 T2-2960 4-693

憶 良 笠 女 郎 家 持 家 持 古 集 千 室

11-2619 15-3690 ユ1-2751 9-1769

11-2664 家 持 抜気大首

12-3085 1 ユ1-2596

11-2935

o {⊃ o r,

2 o o o
一 一 一 一 一 一 一

四 四 四 四 四 四 四 四

四 四 四 四 三 三 三 三

八 四 三 一 九 六 三 二
v v v v v v v v

11-2790 11-2600 11-2794 11-2719 6-1024 11-2738 11-2756 7-1383

12=3021 対馬朝臣 10-2275

12-3023 6-1025

諸 兄

1ユー2728

2 2 2 2 ⊇ 二 .⊇ 二

四 四 四 四1 四 四 四 四

九 九 九 九 九 九 八 八

九 八 七 五 二 O 九 四
v v v v v v

11-4479 11-2636 4-688 12-2991 11-2551 4-575 11-2706 8-1471

氷上大刀自 坂上郎女 13-3258 11-2947 旅 人 赤 人

上の或本歌 10-2119

上の一云

一23」



巻 巻一t一

土

2 2 2 ⊇ o o o

八 四 四 四 西 西 …
四 0 0 0 0 0 九
v

il
v 吉 v こ O

v 吾 ・

13-32834-615 11-2808 11-2696 12-3201 11-2370 12-2889 14-2482
15-3647山 口女 王 11-2809 17-4031 人麻呂歌集 東 歌
使 人11-2501 家 持 15-3780 15-3588
15-3738人 麻 呂歌 集 20-4402 宅 守 古 歌
宅 守11-2587 子 忍 男 15-3775

11-2634 宅 守
12-2957

12-3120

o o o o o哺 一 一 一 一 、 二 二
八 八 四 四 四 四 泗五 五 六 六 五 五 四
占 v v 9 v

0 九

4-580 4-674 11-2670 11-2669 4-568 4-677 12-31414-677

余 明 軍 坂上郎女 11-2674 石 足 中臣郎女 中臣郎女
4-791 12-2973 10-2294 10-2241 10-2241

久須麻呂 12-3089 人麻呂歌集 人麻呂歌集
ユ0-1995 〆 11-1909 11-1909

11-2472 11-2449 11-2450

人麻呂歌集 人麻呂歌集 人麻呂歌集
11-2473 12-3003 12-3003

2
・八
2
五

2
五

=二,

五

2
五

2
五

2
五

六 一 一 一 0 0 0三 六 五 0 四 二 一
v v v v v v

人麻 呂歌集上の或本歌 11-2630 11-2593 2-136 11-2505 11-2633 4-615

11-27584-580 人麻呂作歌 人麻呂歌集 山口女王
12-2857余 明 軍 7-1271 11-2620 11-2587

人麻呂歌集4-791 人麻 呂歌集 1ユー2734 11-2634

12-3051久 須 麻 呂 12-2966 12-2842

12-325311-2472 12-2987 12-2957

12-3254人 麻 呂歌 集
12-3120

13-328411-2473
13-3283

亠24【



巻 巻 巻
一t一 一{一 士四 昌 一

2 三 2 2 2
四 二 八 八 八
七 五 五 五 四
0 三 二 0 八
) v v v

4-686 13-3250 12-2964 11-2544 上の或本歌

坂上郎女 16-3804

11-2539 壮 士

.一.

三 2
四 三 八
八 0 六
一 九 一
) v

4-503 13-3305 上の或本歌 20-4454人 麻 呂歌 集

人麻呂作歌 ユ3-3307 諸 兄11-2758

12-3143 11-2863

14-3528 人麻呂歌集

東 歌 12-3051

20-4337 12-3453

牛 麻 呂 ユ2-3054

13-3284

倉
一

四

九
0
)

11-2638 20-4454

12-2985 諸 兄

上の或本歌

12-2988

12-3149

14-3487

東 歌

一25一

※

(〔

)

は
詩
体
歌

(

)
は
そ

の
他
、
無
印
は
常
体
歌
を
示
す
)

以
上
、
入

麻
呂
歌
集
歌
三
七
〇
首
中

、
類
歌

を
持

つ
歌

一
一
二
首
、
類
歌
数

二
八
二
首

で
あ
る
。
主

に
佐
佐

木
信
綱
氏

『
万
葉
集
研
究
第

3
類
歌
類
句
攻
』

(5
)

を
参
老
と
し
、
漢
数
字
が
人
麻

呂
歌
集
歌

、
そ
の
下

が
類
歌

で
あ

る
。
歌
番
号

の
下

の
名
は
作
者
明
確
な
も
の

の
名
前

で
あ
り
、
無

い
も

の
は
未
詳
を
意
味
す

る
。
尚

、
右

に
あ
げ
た
も

の
は

一
句

以
上
同
句

を
有

す
る
歌

で
、

且
つ
類
想

の

歌

で
あ
る
。
従

っ
て
右

の
二
八

二
首

以
外

に
も
類
歌

と
思
え
ば
思

え
る
も

の
も

万
葉
集

の
中

に
は
存

在
す
る
。
さ
ら
に
、
人
麻
呂
歌
集
歌

一
句

一
句

に
つ
い
て

集
申

の
同
句
を
調
査
す
れ
ば
、
ヒ
歌
数

は
膨
大

な
数

に
な

る
で
あ
ろ
う

こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

な
ぜ
人
麻
呂
歌
集
歌

が
類
歌

を
多

く
持

っ
て
い
る
の
か
、

に
つ
い
て
佐
佐
木

信
綱
氏
は
、

人
磨
歌
集
は
、
人
磨

の
歌

を
あ

つ
め
た
も

の
か
、
人
磨
抄
記

し

た

も

の

か
、
入
磨

の
歌

に
他
人

が
書
き
加

え
た
も

の
か
否

か
は
、
な
ほ
検
討
を
要
す

る
が
、
平
安
時
代

の
和
漢
朗
詠
集

の
ご
と

く
、
広
く
翫
ば
れ
た
も

の
で
あ
ら

う

こ
と
は
、
そ
の
流
布
伝
誦

の
間

に
変
形

し
た
歌

の
尠
な

か
ら

ぬ
こ
と
、
ま

た
東
歌

の
中

に
も
入

っ
て
、
東
国

地
方

に
も
伝
誦

せ
ら

れ
た
こ
と
、
模
倣
歌



の
多

い
こ
と
等
を
以

て
知
る
べ
き

で
あ
る
。

(6
)

と
言
わ
れ
た
。
人
麻
呂
歌
集
歌
と
め
類

歌

の
中

、
、作
者

明
記

し
て
あ
る
も

の
で

人
麻
呂
以
後

の
制
作

の
歌
、
例
え
ば
大
伴

家
持

・
坂
上
郎
女

な
ど

は
、
人
麻
呂

歌
集
を
模
倣
創
作
し
た
と
老
え
る

こ
と
が

で
き
、
又
、
作
者
未
詳

の
作
品

は
、

人
麻
呂
歌
集
歌
が
伝
播
し
、
伝
誦

の
間

に
類
歌
を
生
ん
だ
と
考

え
る
こ
と
が
で

き

る
。
が
、

こ
こ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
、
な
ぜ

人
麻

呂
歌
集
歌

が
類
歌

を
多

く
有

し
て
い
る
の
か
を
追
究
す
る

の
で
は
な
く
、
人
麻

呂
歌
集
歌

と
類
歌

の
関

係

に
あ
る
歌

を
調
査
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
人

麻
呂
歌
集

の
性
格

を
考
察

す
る

こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
人
麻
呂
歌
集

に
お
け
る
、
常
体

・
詩
体

の
区
別
は
書
式

に
よ
る

区

別

で
あ
る
。
詩
体
歌

は
助
詞

の
省
略
が
多
く
字
数
が
少
な

い
。
多
分

に
詩
的

感
覚

が
盛

り
込

ま
れ
て
い
る
。
常
体
歌

は
他

の
集
申

の
歌
と
同
様

で
あ
る
。
表

1
を
み
よ
う
。
常
体
歌

は
巻

七

・
九

・
十

・
十

一
に
、
詩
体

歌
は
巻

七

・
十

・

十

一
・
十
二
に
収
載

さ
れ
て
い
る
。
共

通
の
巻
は
七

・
十

・
十

一
で
あ
る
。
巻

七

・
十
は
作
者

・
制
作
年
代
不
明

の
巻

で
あ

り
、
巻
十

一
は
十

二
と
共

に
古
今

相

聞
往
来

の
歌
群

で
作
者

・
制
作
年
代
未
詳
、
類
歌
が
多
く
伝
誦
的
性

格
が
濃

厚
な
巻

で
あ
る
。
巻

の
性
格

か
ら
、
人
麻
呂
歌
集
全
体

は
伝
誦
的

・
民
謡
的
性

格

を
帯
び
て

い
る
と
言
え
る
。
量
的

に
申
心
を
な
す
巻
は
、
常
体

歌
九

・
,十
、

詩

体
歌
十

一
で
あ
る
。
巻

九
は
特
殊
な
性
格

で
、
万
葉
集
編
纂

の
際
資
料
と
し

た
歌
集
か
ら
そ

の
ま
ま
収

ぬ
た
と
考

え
ら
れ

る
。
巻
十

・
十

一
の
性

格
は
既

に

述
べ
た
。
巻

の
性
格

か
ら
考

え
る
と
、
常
体
歌
と
詩
体
歌

は
性
格
を
異

に
し

て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次

に
部

立
を
み
よ
う
。

部
立

に
お
け
る
そ

の
他
は
、
相

聞

で
は
な
い
が

、
内
容
上
、
相
聞
と
見
做

し

て
良

い
も

の
が
多

い
。
即
ち
、
人

麻
呂
歌
集

は
相
聞
的
発
想

の
歌
が
多
く
、
民

謡
的
性
格
が
察
せ
ら
れ
る
。
常
体

歌
は
雑
歌

が
多

く
挽
歌
を
持

つ
。
詩
体
歌

は

そ 挽 相 雑 〈

の 表

他 歌 聞 歌 ↓

204 6 25
首
135 集人

歌麻
% 全呂

55.0 1.6 6.8 36.5
体歌

16 6 7 106 常

体

11.9 4.4 5.2 78.5
歌

176 0 14 6
詩

体

89.8 0 7.1 3.1
歌,'

一

12 0 4 23 そ 厂

の

30.8 0 10.3 59.0
他

挽
歌
を
持
た
ず
、
圧
倒
的

に
相
聞

(
内
容
的

に
)
が
多

い
。

巻

の
性
格

及
び
部
立

か
ら
、
人
麻
呂
歌
集
全
体
は
民
謡
的
性

格
が
濃
厚
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
。
が
、
常
体
歌

・
詩
体
歌
は
収
載
さ
れ

て
い
る
巻

・
部

立
共

に
異

な
り
、
恐
ら

く
性
格
も
異
質

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
人
麻

呂

歌
集

に
於

い
て
は
、
常
体
歌
と
詩
体
歌
を
区
別
し

て
考
察
す
る
必

要

が

生

じ

る
。
以
下
、
区
別
す
る
立
場

に
立

っ
て
論
を
進

め
た

い
。

表

2
を
見

よ
う
。
詩
体
歌

の
方
が
常
体
歌
よ
り
類
歌
を
持

つ
歌
が
多

く
、
巻

十

一
に
集
中

し
て
い
る
。
人
麻
呂
歌
集
歌
と

の
類
歌

二
八
二
首
は
巻

十

一
が

一

五
八
首

で
他

を
圧
倒

し
、
書
式
別

で
は
詩
体
歌
が

一
八
六
首

で
常
体

歌
の
約

三
「

倍

で
あ
る
。
こ
の
二
八
二
首

の
類
歌

の
申
、
作
者
未
詳
歌
数

一
七
三
首

、
そ
の

内
訳
を
示
し
た
の
が
次

の
表

で
あ
る
。

数

値
は
例

え
ば
巻

七
の
人
麻
呂
歌
集
常
体
歌
と

の
集
中

の
類
歌

の
中
、
作
者

未
詳
歌
が

8
首
あ
る

こ
と
を
示

し
て
い
る
。
巻
別

に
み
る
と
、
巻
十

一
が
圧
倒

的
多
数
を
占
め
、
書
式
別

で
は
、
詩
体
歌

が
常
体
歌

の
四
倍
以
上

で
あ
る
。

こ

【
26

一



別書

十
四
十
三
十
二 ± 十 七

巻

書
衾
4

計式 式 〉一　 一 一 一 一 一 ㎜

常

30 3 7 12 8 体

歌
一 一 『 一 一 『

詩

124 22 87 11 4 体

歌
一 一 一 } 一 一

そ

19 9 8 2 の

他
一 一 一 一 一 一

9 3 22 102 23 ユ4
巻
計

173 総
計

の
表

か
ら

、
巻
十

一
の
詩
体
歌
が

か
な
り
多
く

の
作
者
未
詳
歌
を
類

歌
と
し
て

持

っ
て
い
る
こ
と

が
認

め
ら

れ
る
。

こ
の
事
実

は
、
人
麻
呂
歌
集
詩
体

歌
が
民

謡
的

に
伝
播

さ
れ
多

く
の
類
歌
を
生
む

に
至

っ
た
か
、
あ
る

い
は
人
麻
呂

歌
集

歌

が
人
麻
呂

以
後

の
時
代

の
人

々

(民
衆
)

の
模
倣

の
対
象
と
な

っ
た

こ
と
を

示
す
、
乏
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
者

の
模
倣
創
作
と
考

え
る

こ
と
は
、
巻

十

一
の
性
格
上
困
難

で
あ

り
、
前
者

の
民
謡
的
伝
播

に
よ
り

類
歌
を
多

く
持

つ
に
至

っ
た
と
考

え
る
方
が
よ

り
妥
当

で
あ
ろ
う
。
が
逆

に
、

巻
十

一
に
八
七
首

も

の
作
者
未
詳

の
類
歌
を
持

っ
て
い
る

こ
と

は
、
そ
れ
だ
け

人
麻
呂
歌
集
詩
体

歌
が
広

く
歌

わ
れ
た
伝
誦
的
性
格
を
有
す

る
歌
だ
と
言
う

こ

と
が

で
き
る
。

一
二
四
首
も

の
作
者

未
詳

の
類
歌
を
持

つ
詩
体
歌

に
対
し

て
、

常
体
歌

は
四
分

の

一
弱

の
類

歌
数

で
対
照
的

で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
詩
体
歌

が
広
く

一
般

に
流
布
伝
誦
し
た
性

格
を
持

つ
の
と
は
逆

に
、
あ

ま
り
民
謡
的

に

流
布
伝
誦

し
な

か

っ
た

こ
と
を
示
す
。

つ
ま
り
、
常
体

歌
は
、
広

く
歌
わ

れ
た

伝
誦
的
性
格
を
示

し
て
い
な

い
、
と
言
え
る
。

右

の
人
麻
呂
歌
集
歌
と

の
類
歌

二
八
二
首

の
中

、
人
麻

呂
作
歌

が
十

一
首
存

在
す
る
。

〈
表

5
>

別
計

十
四

『

皿

±
尸_

2
一

}

一

2

十

一

2
一

一

一
2

九

一

1
一

一
1

七

一

3
-

2
一

一
5

巻

書
式

8
歌常
体

2
歌詩
体

1

一
1

-

1

他そ
の
'巻

計

11 総
計

■

去 土 十 九 七

4-5012-1671-471-37

2-2362-1354-497

2-136

3-352

上 の或

本 歌

4-503

表

の
下

の
数
字
は
人

麻
呂
作
歌

の
歌
番

号

で
あ
る
。
表

に
よ
れ
ば
、
巻
七
が

一
番
多
く
人
麻
呂
作
歌
を
類
歌
と
し
て
持

つ
こ
と
が
わ
か
り
、
書
式
別

で
は
、

常
体
歌
が
詩
体
歌

の
四
倍

の
数

の
人
麻
呂
作
歌
を
類
歌
と

し
て
持

つ
こ
と
が
知

ら

れ
る
。
常
体
歌

の
方
が
、
よ
り
詩
体
歌

よ
り
人
麻
呂

の
手

に
な

る
人
麻
呂
作

歌
と

の
関
連
を
有
し

て
い
る
と
言
え
る
。
明
確

に
言

う
と

、
人
麻
呂
歌
集
常
体

歌

は
人
麻
呂
と
関
連
が
あ
る
と
、
言
う

こ
と
が

で
き
る
。

表

2
を
見

よ
う
。
人
麻
呂
歌
集
歌
と

の
類
歌

二
八

二
首

の
申

、
作
者
明
確
な

も

の
で
人
麻
呂
と
同
時
代
、
あ

る
い
は
人
麻
呂
以
後

の
制
作
に
か
か
る
も

の
は

七

一
首

で
あ
る
。
巻
別

で
は
巻
十

一
が
多
く
、
巻
十

二
と
十
が

こ
れ
に
次
ぐ

。

【
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書
式
別

で
は
詩
体
歌
が
常
体
歌

の
二
倍
強

で
あ
る
。
即

ち
、巻
十

一
・十

二
は
性

格
上
相
聞
的
発
想

の
歌
を
多
く
含
む
た
め
、
後
世

の
人

々
に
好

ま
れ
模
倣
的
創

作
が
な
さ
れ
、
詩
体
歌
も
ま
た
、
人

々
に
好
ま
れ
る
相
聞
的
発
想

の
歌
が
多

い

こ
と
か
ら
、
模
倣
創
作
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
表

2
の
作
者
名

の
中
、

万
葉
集
第

三
期

・
第

四
期

の
作
家

が
多

い
。
や

は
り
人
麻
呂
歌
集
歌
が
模

倣

の

対
象

と
な

っ
た

こ
と
を
示
す

と
思
わ

れ
る
。
歌
数

は
少
な

い
が
、
第

一
期

・
第

二
期

の
作
家

名
が
み
え
る
こ
と
に
注
意

し
た

い
。

さ
て
、
上
の
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
人
麻
呂
歌
集
常
体
歌

・
詩

体
歌
に

つ

い

て
私
見
を
述
べ
た
い
。

人
麻
呂
歌
集
常
体
歌

は
、
類
歌

の
調
査

か
ら
、
伝
誦
的
性

格
を
あ
ま
り
示

さ

ず
、
人
麻
呂

作
歌

、

つ
ま
り
人
麻
呂
そ

の
人
と
関
連
が
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。
因
み
に
阿
蘇
瑞
枝
氏

は
、
作
歌

・
非
略
体
歌

・
略
体
歌

に

つ

い

て
、
題

材

・
地
理

・
修
辞
面

に
お
い
て
詳

し
い
考
察
を
さ
れ
、
非
略
体
歌
は
略
体
歌
と

(
7
)

傾
向
を
異

に
し
、
作
歌

の
性
質

に
極

め
て
近

い
こ
と
を
実
証
さ
れ

て
い
る
。

巻
向

の
痛
足

の
川
ゆ
行
く
水

の
絶
ゆ
る

こ
と
な
く
ま
た
か

へ
り
見
む

人
麻
呂
歌
集
常
体
歌

(
巻
七
、

=

○
○
)

見
れ
ど
飽

か
ぬ
吉
野

の
川

の
常
滑

の
絶
ゆ

る
事
な
く
ま
た
か

へ
り
見
む

人

麻
呂
作
歌

(
巻

一
、
三
七
)

み
吉
野

の
秋
津

の
川

の
万
代

に
絶
ゆ

る
こ
と
な
く
ま
た
か

へ
り
見
む

笠
金
村

(巻

六
、
九

一
一
)

岩
走

り
激
ち
流
る
る
泊
瀬
川
絶
ゆ
る

こ
と
な
く
ま
た
も
来

て
見
む

紀
朝
臣
鹿

人

(巻

六
、
九
九

一
)

我
が
紐
を
妹

が
手
も
ち

て
結

八
川
ま
た
か

へ
り
見

む
万
代

ま
で
に

(
巻
七
、

一
一
一
四
)

片
貝

の
川
の
瀬
清
く
行
く
水

の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
あ
り
通
ひ
見
む

大
伴
家
持

(巻
十

七
、

四
〇
〇

二
)

他

に
家
持

の

(
巻
十
七
、
四

一
〇
〇

・
四

一
五
七
)
、
(
巻
七
、

一
一
三
三
)

を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き

る
。
上

三
旬
は

「
絶
ゆ
る

こ
と
な
く
」

の
序

で
、
歌

の

主
眼
点
は

〈
絶
ゆ
る

こ
と
な
く
ま
た

か

へ

り

見

む
〉

に
あ
る
。

こ
の
語
句

、

(
巻

一
、
三
七
)

に
あ

っ
て
宮
廷
讃
歌
を
成
立
さ
せ
る
上

で
深
長
な
意
昧
を
持

つ
。
故

に
、
人
麻
呂
以
後
、
宮
廷
讃
美

の
表
現
と
し
て
慣
用
句
化

し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
人
麻
呂
が
用

い
る

こ
と
に
よ

っ
て
有
名

に
な
り
、
宮
廷
讃
美

の
詩
句

と
し
て
多
く

の
人

に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

t
、
考

え
る
。

古

に
あ

り
け
む
人
も
我
が
ご
と
か
三
輪
の
檜

原
に
か
ざ
し
折

り
け
む

人
麻
呂
歌
集
常
体

歌

(巻

七
、

一
一
一
八
)

古

に
あ

り
け
む
人
も
我
が
ご
と
か
妹

に
恋
ひ

つ
つ
寝
ね

か
て
ず
け
む

人
麻
呂

作
歌

(巻

四
、
四
九
七
)

古

に
あ
り
け
む
人

の
求
め

つ
つ
衣
に
摺
り
け
む
真
野

の
榛
原

(巻

七
、

一
一
六
六
)

塩
気
立

つ
荒
磯

に
は
あ
れ
ど
行
く
水

の
過
ぎ
に
し
妹

が
形
見
と
そ
来
し

人
麻
呂

歌
集
常
体
歌

(巻

九
、

一
七
九
七
)

ま
草
刈
る
荒
野

に
は
あ
れ
ど
黄
葉

の
過
ぎ
に
し
君
が
形
見
と
そ
来
し

人
麻

呂
作
歌

(巻

一
、

四
七
)

〈
古

に
あ
り
け
む
人
〉
〈
過
ぎ
に
し
君
が
形
見

と

そ

来

し
〉
は
、
人
麻
呂
作

歌
、
挽
歌
な
ど
に
顕
著

に
表

わ
れ
て
い
る
、
入
麻
呂

の
示
す

〈
古

〉

〈
過
〉
に

た
ち
か

え
ろ
う
と
す
る
性
向

を
示

し
て
い
る
。

(
巻
七
、

一
一
〇
〇
)

(巻

七
、

一
一
一
八
)

(巻

九
、

一
七
九
七
)

は
、

声
調

・
リ
ズ
ム

・
内
容

の
点

か
ら
人
麻
呂

の
作
品
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ

人
麻
呂
作
歌
に
類

歌
を
持

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
人
麻

呂
独
自
の
語
彙
を
使
用

し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
人
麻
呂

の
創
作
歌
が
優

れ

て
い
る
こ
と
か
ら
後

に
模
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倣
創
作

さ
れ
、
あ

る
い
は
民
謡
的
に
伝
播

し
多

く
の
類
歌
を
生

ん
だ
と
、
考
え

ら
れ
る
。
詩
体
歌

の
相
聞
的
発
想

の
パ
タ
ー
ン
に
の

っ
た
歌

と
違

い
、
常
体
歌

は
既

に
創
作
歌

で
あ
り
、
人
麻
呂
作
歌

の
特
色
を
豊
か
に
感

じ
る
こ
と
が

で
き

る
。
人
麻
呂
歌
集
常
体
歌
は
、
人

麻
呂

の
手

に
な
る
作
品

で
あ
る
と
、
私

は
考

え
る
。

次

に
人
麻

呂
歌
集
詩
体
歌

に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。
詩
体

歌
は
、
類
歌

の
調
査

か
ら
、
広
く
歌
わ
れ
た
伝
誦
的
性
格
を
示
す

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
人
麻
呂

の

周
辺
に
は
、
民
謡

と
抒
情
詩

の
中
間
的
な
歌
、
詠

誦
性

が
あ
り

一
般

に
広

く
流

布

さ
れ
た
歌

、
ま
た
、
当

時

の
宮
廷
人

に
喜

ば
れ
る
よ
う
な
相
聞

的

発

想

の

歌

、
旅

に
あ

っ
て
し
み
じ
み
と
し
た
感

概
を
歌

っ
た
歌
な
ど
が
数
多
く
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像

で
き
る

こ
と

に
つ
い
て
、
既

に
2
で
述

べ
た

。
詩
体
歌

は

こ
の
よ
う
な
歌
を
集
録

し
た
も

の
で
は
な

い
か
と
、
老

え
る
。
例

え
ば

網
引

す
る
海
人

と
か
見

ら
む
飽

の
浦

の
清
き
荒
磯
を
見
に
来
し
我
を

人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌

,(
巻
七
、

一
一
八
七
)

荒
た

へ
の
藤

江
の
浦

に
す
ず
き
釣

る
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行
く
我

を

人
麻
呂
作
歌

(
巻
三
、

二
五

二
)

浜
清
み
磯

に
我
が
居
れ
ば
見
む
人

は
海
人
と

か
見
ら
む
釣
も
せ
な
く
に

(
巻

七
、

一
二
〇
四
)
、

潮
速

み
磯
廻

に
居
れ
ば
潜
き
す
る
海
人

と
や
見
ら
む
旅
行
く
我
を

(巻

七
、

一
二
三
四
)

白

た

へ
の
藤
江

の
浦

に
い
ざ
り
す
る
海
人

と
や
見
ら
む
旅
行
く
我
を

(巻

十
五
、

三
六
〇
七
)

藤
波
を
仮
廬

に
造
り
浦
廻
す
る
人
と
は
知

ら
に
海
人
と

か
見
ら
む

久
米
朝
臣
継
麻
呂

(巻

十
九
、
四
二
〇

二
)

の
歌

は
、
同
様

に
、
当
時
、
都

の
宮

廷
人

が
海
浜
を
旅
す

る
時

に
抱
く
感
情
を

歌

っ
た
歌

と
思
わ
れ
る
。
当
時

の
宮
廷
人
は
山

に
囲

ま
れ
た
盆
地

に
育
ち
、
少

な
か
ら
ず
海

に
憧

れ
の
思

い
を
抱

い
て
い
た
。
都
会

で
あ
る
都

に
生
活
し
、
身

分
も
高

い
大
宮
人

。
片

田
舎

の
海
浜
を
旅
す
る
時

、
誰

し
も
抱

く

感

情

で

あ

り
、
人

々
の
興
味

を
ひ
い
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
興
味

か
ら

人

麻

呂

は

(
巻
七
、

一
一
八
七
)
を
作
歌
練
習
、
あ
る

い
は

作

歌
指
導

の
た
め

人
麻
呂
歌

集

に
集
録

し
、
作
歌

し
た
の
が

(
巻
三
、

二
五

二
)

で
あ

っ
た
と
考

え
る
。
誰

し
も
共
感

し
、
且

つ
興
味
を
そ
そ
る
歌

の
た
め
、
類
歌

は
多

く
、

一
般

に
、
宮

廷

に
、
流

布
し

て
い
た
に
違

い
な

い
。
人
麻
呂
作
歌
が
、
流
布

し

て

い

た

歌

が
、
時

代
を
経
て
模
倣

さ
れ
、
あ

る
い
は
伝
誦
さ
れ
、
類

歌
を
生

ん
で
い

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
が
他

の
類
歌
な

の
だ
と
考

え
る
。

右

の
歌
は
旅
情

の
歌

で
あ

っ
た
が
、
恋
愛
を
扱

っ
た
歌
な
ら
、
な
お
さ
ら

の

こ
と

で
あ
る
。

恋

ひ
死
な
ば
恋
ひ
も
死
ね
と
や
玉
桙

の
道
行
き
人

の
言
も
告
げ

な
く

人
麻

呂
歌
集
詩
体
歌

(巻
十

一
、

二
三
七
〇
)

恋

ひ
死
な
ば
恋
ひ
も
死
ね
と
や
我
妹
子
が
我
家

の
門
を
過
ぎ

て
行
く
ら
む

人
麻

呂
歌
集
詩
体
歌

(巻
十

一
、

二
四
〇

一
)

恋

ひ
死
な
ば
恋

ひ
も
死
ね
と
や
ほ
と
と
ぎ

す
物
思

ふ
時

に
来
鳴
き
と
よ
む

る

'

大
伴
家
持

(巻
十

五
、
三
七
八
○
)

何
時

は
し
も
恋

ひ
ぬ
時

と
は
あ
ら
ね
ど

も
夕

か
た
ま
け

て
恋

は
す
べ
な
し

人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌

(巻

十

一
、

二
三
七
三
)

何
時

は
な
も
恋

ひ
ず
あ
り
と
は
あ
ら
ね
ど
も

う
た
て
こ
の
こ
ろ
恋
し
繁
し

も

(巻

十
二
、
二
八
七
七
)

ま
す
ら
を

の
現

し
心
も
我
は
な
し
夜

昼
と
い
は
ず
恋

ひ
し
渡
れ
ば

人
麻
呂
歌
集
詩
体

歌

(巻

十

一
、

二
三
七

六
)

う

つ
せ
み
の
現
し
心
も
我

は
な
し
妹
を
相
見
ず
て
年

の
経

ぬ
れ
ば

一
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(
巻
十

二
、

二
九
六
〇
)

玉
桙

の
道
行
か
ず
あ
ら
ば
ね
も

こ
ろ
の
か
か
る
恋

に
は
あ
は
ざ
ら

ま
し
を

人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌

(巻

十

一
、
二
三
九

三
)

梓

弓
引

き
て
ゆ
る
さ
ず
あ
ら
ま
せ
ば
か
か
る
恋

に
は
あ

は
ざ
ら
ま
し
を

(巻
十

一
、

二
五
〇
五
)

他

に
も
あ
げ

る
こ
と
が

で
き
る
が
表

2
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た

い
。
右

の

歌

は
、
地
名

・
人
名
、
あ
る

い
は
景
物

・
場
所

・
時
間
等
、
語
句
を
変
え
る
こ

と

に
よ

っ
て
、

い
く

つ
で
も
歌
を
作

る
こ
と
が

で
き
る
。

一
つ
の
相

聞
の
発
想

を
利
用
し
、
自
己

の
時

と
場

に
応

じ
た
恋
愛

の
歌
を
作
る

こ
と
が
可
能

な
の
で

あ
る
。
そ

の
た
め
類
歌

が
多

い
。
即

ち
、

一
つ
の
相
聞

の
パ

タ
ー

ン
な

の
で
あ

る
。
人
麻

呂
は
、
恋
愛

上
の
共
感
か
ら
、
ま
た
、
歌

が
優

れ
て
い

る

こ

と

か

ら
、
人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌
と

し
て
集
録
し
た

の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

(
巻
十

一
、
二
四
〇

一
)

は
同
様

に
人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌

で
あ

る
。
相
聞

で
全
く
同
じ

発
想

の
歌
を

二
首
作
る

こ
と
は
疑
問

で
あ
る
。
当
時
、
宮
廷
あ
る

い
は
民
間
に

類
想

の
歌
が
広
く
好

ん
で
歌
わ
れ
て

い
た
と
考

え
る
方
が
よ
り
妥
当

と
思
わ
れ

る
。
表

3
の
人
麻
呂
歌
集
詩
体

歌
の
部

立
別
比
率
を
参
照
し
よ
う
。
そ
の
他

の

ほ
と

ん
ど

は
相
聞
的
発
想

の
歌

で
あ
る
か
ら
、
詩
体
歌

の
90
%
が
相

聞
と
言

っ

て
良

い
。
人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌

は
、
あ

る
い
は
、
恋
愛
歌

の
作
歌
指
導
書
と

し

て
の
意
味
が
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。
人
麻
呂
は
、
宮

廷

・
民
間
に
広
く
流

布
し
歌
わ
れ

て
い
た
、
興
味

・
共
感
を
覚

え
る
も

の
で
、
且

つ
優

れ
た
も
の
を

作
歌
練

習

・
指
導

の
た
め
集
録
し
た
。
そ
れ
が
人
麻
呂
歌
集
詩
体

歌

で

あ

る

と
、
私

は
考

え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
単

に
民
謡
的

に
流
布
し

て
い
た
歌
を
集
録

し
た
も

の
に
、

な
ぜ
人
麻

呂

の
名

を
附
し
た
の
か
、
集

め
た
歌
を
筆
録

す
る
に
あ
た

っ
て
、
な

ぜ

助
詞
の
省
略

の
多

い
書
式
を
用

い
た
の
か
、
民
謡
的

に
流
布
さ
れ
た
歌
が
、

な
ぜ
既

に
五
七
五
七
七
の
形
態

に
整

っ
て
い
た

の
か
ど

、
い
う
問
題
を
考
え
ね

ば
な
ら
な

い
だ

ろ
う
。
こ
の
時
期
、
政
治
機
構

の
み
な
ら
ず
祭
祀

・
典
礼

の
確

立
を
め
ざ
す
気
運

の
中

で
、
人

麻
呂

は
和
歌

の
確
立
を
も

め
ざ
し

て
い
た
の

で

は
な

い
か
。
故

に
、
民
謡
的
に
広

く
流
布

し
て
い
た
歌
を
集
録
す
る
に
あ
た

っ

て
手
を
加

え
、
形
態
を
整

え
た
の

で
は
な
か

っ
た

か
。
詩
体
歌
は
単

な
る
表
記

上

の
省
略

に
と
ど
ま
ら
ず

、
多
分

に
詩
的
感
覚
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

認

め
ら
れ

て
い
る
。
漢
詩

に
対

す
る
意
識

の
表
わ
れ

で
は
な
か

っ
た
か
。
た
だ

集

め
た
だ
け

で
な
く
、
形
態

・
書
式

に
工
夫
を
こ
ら

し
た
も

の
で
あ

っ
て
み
れ

ば
、
人

麻
呂

の
創
作
歌

で
あ
る
常
体
歌
と
合

わ
せ
て
、

〈
人
麻
呂
歌
集
〉
と
名

づ

け
た
こ
と
も
頷

け
る
の
で
あ

る
。
三
点

の
問
題
に
対
す

る
簡
単
な
方
向
づ
け

に
と
ど
ま
る
が
、
さ
ら
に
熟
考
が
必
要
な

こ
と
を
記

し
て
お
き
た

い
。

吉

田
義
孝
氏

は
、
地
名

・
労
働

・
信
仰

・
動
植
物

の
四
項
目

に
つ
い
て
、
巻

十

一
所
収

の
人
麻
呂
歌
集
と
民
謡
と

の
関
係
を
検
討

さ
れ
、
人
麻

呂

歌

集

の

歌
、

こ
と

に
そ

の
過
半
数
を
占

め
る
原
作
者
不
明
歌
が
、
無
条
件

に
民
謡

と
は

言

い
が
た

い
こ
と
を
明
ら
か

に
さ
れ
、
ま
た
、
吉

田
氏

は
、
次

の
よ
う

に
述
べ

(8
)

て
お
ら
れ
る
。

民
謡
そ

の
も

の
か
ら
は
る
か
に
遊
離

し
た
創
作
的
な
面
が
強
く
指
摘

さ
れ

る
反
面
、
民
謡

的
な
側
面
も
ま
た
見
逃

し
が

た
く
濃
厚

に
指
摘

で
き
る
と

い

う
結
果
と
な

っ
て
、
ま
さ
に
、
こ
の
両
者
が
微
妙

に
交
錯
し
あ

っ
て

い
る
と

こ
ろ
に
、
そ
の
成
立

の
基
盤
な

り
位
置
な
り
が
見

い
だ
さ
れ
る
ご
と
に
な
る

と
思
う

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

一
見
矛
盾

し
た
現
象
は
、
歌
集

の
原
作
者
不

明
歌
が
、
民
謡

の
き
わ

め
て
強

い
影
響

の
も
と

に
成
り
た

っ
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
た

ん
な

る
民
謡

の
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

一
層
高
次
な
創
作
歌

へ
の
方
向

で
、
独
自

の
展
開
を
ど
げ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
有

力
に
も

の
が
た

る
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

「
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吉

田
氏

の
言
わ
れ
る

「
一
見
矛
盾

し
た
現
象
」

は
、
こ
れ
ま

で
私
が
述
べ
て

き
た
よ
う

に
、
人

麻
呂
歌
集
詩
体
歌

は
人
麻
呂

の
集

め
た
民
謡
性

の
強

い
歌

で

あ

り
、
常
体
歌
は
人
麻

呂
の
創
作
歌

で
あ

る
、
と

い
う
人
麻
呂
歌
集

の
性

格
に

よ
る
も

の
と
理
解
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
解
決
す

る
も

の

と

考

え

る
。
時
代
的

に
は
、
詩
体
歌

か
ら
常
体
歌

へ
、
と
い
う
稲
岡
耕

二
氏

の
説

に
従

(9
)

い
た

い
。

4

人
麻
呂

の
出
自
、
及
び
天
武
朝

の
動
向

に
、
天
武
朝

に
人
麻
呂
を
し

て
如
上

の
事
業
を
可
能
な
ら
し
め
た
原
因

を
求

め
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
紙
面

の
都
合

上
今

は
お
こ
う
。
古
代
伝
承
に
深

い
か
か
わ
り
を
持

つ
和
珥
氏

の
支
族
、
柿
本

氏

に
生
を
受
け
、
豊
か
な
歌
才

に
恵

ま
れ
た
人
麻
呂

は
、
天
武
朝
と

い
う
、
天

皇

を
頂
点
と
す

る
強
固
な
律
令
制
度

の
確
立
を
め
ざ

す
気
運

の
中

で
、
彼

の
囲

り
に
あ

っ
た

で
あ

ろ
う
、
広
く

一
般

に
愛
誦
さ
れ
た
歌

で
優
秀
な
歌
を
、
作
歌

練

習

・
指
導

の
た
め
集
録
し
、
ま
た
修
行
し

つ
つ
作
歌

し
た
の
で
は
な
か

っ
た

か
。
そ
れ
が
方
葉
集

に
三
七
〇
首
も

の
歌
を
数

え
る
人
麻
呂
歌
集
詩
体
歌

で
あ

り
、
常
体
歌

で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

民
謡

か
ら
抒
情
詩

へ
、
集
団

か
ら
個

の
歌

へ
、
と

い
う
流

れ
の
分
岐
点

に
人

麻
呂
は
立

っ
て

い
た
。
成

し
遂
げ
た

の
は
外
な
ら
ぬ
人
麻

呂

で
あ

っ
た
。
か
つ

て
親
し
み
、
何

た
る
か
を
知

り
ぬ
い
て
い
た
か
ら

こ
そ
可
能

で
あ

っ
た
の
だ

ろ

う
。
今

は
お
く
が
、
人
麻
呂
文
学

の
中

に
は
、
民
謡

の
豊
か
な
素
養
を
み
る
こ

と
が

で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
、
す
べ

て
の
民
謡

の
上

に
立
ち
、
す
べ

て
の
宮
廷
歌

の
伝
統
を
う
け

・
踏

ま
え
、
中
国
文
学

の
教
養
を
巧
み

に
駆
使

し

な
が
ら
新
た
な
創
作
を
行
な

っ
た
の
が
人
麻
呂

で
あ
り
、
人
麻
呂

の
文
学

で
は

な

か

っ
た
か
。

万
葉
集
最
大

の
歌
人
梳
本
人
麻
呂

、
彼

の
万
葉
集

に
登
場
す
る
以
前

の
経
歴

を
上

の
よ
う

に
考
え

て
み
た
。
天
武
朝

に
か
か
る
事
業
を
行
な

っ
た

人

麻

呂

は
、
持
統
朝

に

〈
時
代

の
歌
人

〉
と
し
て
壮
大
な
宮
廷
讃
歌

・
殯
宮
挽
歌
を
制

作
す

る
に
至
る
。
そ

の
間

の
事
情

を
探

る

の
が
次

の
問
題
で
あ
り
、
詳

し
く
は

別
の
機
会

に
譲
り
た

い
。

〈
注
〉

(
1
)

土
橋
寛

『古
代
歌
謡
論
』

(
一
九
六
〇
年
十

一
月
二
十
五
日
、
初
版
、
三

一
書

房
刊
)、
七
六
頁
。

(
2
)

注
1
に
同
じ
。
但
し
、
二
七
頁
。

(
3
)

注
1
に
同
じ
。
但
し
、
二
七
頁
。

(
4
)

阿
蘇
瑞
枝

『柿
本
人
麻
呂
論
考
』

(昭
和
四
十
七
年

十

一
月

二
十
五

日
、
初

版
、
桜
楓
社
刊
)、
八
四
六
頁
。

(
5
)

佐
佐
木
信
綱

『萬
葉
集
の
研
究
第
3
萬
葉
集
類
歌
類
句
攷
』

(昭
和
二
十
三
年

七
月
五
口
、
初
版
、
岩
波
書
店
刊
)、
二
頁
。

(
6
)

注
5
に
同
じ
。
但
し
、
五

一
頁
。

(
7
)

注
4
に
同
じ
。

(
8
)

吉
田
義
孝

『日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
庁
葉
集
1
』

(昭
和
四
十
四
年
十

一
丹

二
十
日
、
初
版
、
有
精
堂
刊
)
所
収
の

『天
武
朝
に
お
け
る
人
麻
呂
の
事
業
ー

人
麻
呂
歌
集
と
民
謡
の
関
連
を
中
心
に
ー
』、
七
五
頁
。

(
9
)

「
国
語
と
国
文
学
」
(第
四
十
五
巻
第
五
号
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
発
行
)
掲
載

の
稲
岡
耕
二

『人
麻
呂
歌
集
略
体

・
非
略
体
表
記
の
先
後
』
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